
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　

フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　

ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ
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た
だ
い
ま

No.１８０

で
し
た
。
自
転
車
で
外
出
す
る

た
び
に
、
通
り
か
か
る
お
じ
い

さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
に
挨
拶
す
る

と
、
い
つ
も
温
か
く
返
事
を
返

し
て
も
ら
え
ま
す
。
香
美
市
は
、

豊
か
な
自
然
と
美
し
い
景
色
が

あ
る
素
晴
ら
し
い
場
所
で
あ
り
、

私
は
こ
こ
で
生
活
す
る
こ
と
を

と
て
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
、
高
知
で
最
も

楽
し
か
っ
た
時
間
は
、
友
達
と

一
緒
に
旅
行
し
た
と
き
で
し
た
。

私
た
ち
は
、
高
知
城
な
ど
の
歴

史
的
な
場
所
を
訪
れ
た
り
、
カ

ツ
オ
な
ど
の
美
味
し
い
食
べ
物

を
楽
し
ん
だ
こ
と
は
、
私
に
と

っ
て
素
晴
ら
し
い
思
い
出
と
な

り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
私
は
香
美
市
の

人
々
に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
と
言
い
た
い
で
す
。
香
美

市
で
の
生
活
は
、
私
に
と
っ
て

非
常
に
有
意
義
で
素
晴
ら
し
い

経
験
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

香
美
市
で
の
生
活
を
楽
し
み
た

い
で
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
、
私
は
胡
成

谧
（
フ
チ
ェ
ン
ミ
）
で
す
。
私

は
中
国
の
江
西
省
か
ら
の
留
学

生
で
、
高
知
工
科
大
学
の
博
士

後
期
課
程
で
脳
科
学
を
研
究
し

て
い
ま
す
。

　

江
西
省
は
中
国
の
中
南
部
に

位
置
し
、
豊
か
な
自
然
と
歴
史

的
な
遺
産
が
あ
り
ま
す
。
私
の

家
の
近
く
に
は
、
有
名
な
景
勝

地
で
あ
る
廬
山
が
あ
り
、
そ
れ

は
、
中
国
の
伝
統
的
な
文
化
と

美
し
さ
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
来
た
理
由
は
二
つ
あ

り
ま
す
。
一
つ
は
日
本
の
文
化

と
言
語
に
非
常
に
興
味
が
あ
り
、

よ
り
深
く
学
ぶ
た
め
に
こ
こ
に

来
ま
し
た
。
も
う
一
つ
は
日
本

の
教
育
が
世
界
的
に
有
名
で
、

高
度
な
技
術
や
先
進
的
な
ア
イ

デ
ア
を
持
っ
て
い
る
と
聞
い
た

か
ら
で
す
。

　

日
本
に
来
た
最
初
の
印
象
は
、

人
々
の
親
切
さ
と
礼
儀
正
し
さ

フ

チ
ェ
ン
ミ
（
胡

成
谧
）

  　
　
　
　
　

  

中
国
／
江
西
省

Kami３１

や
な
せ
た
か
し

Ｃゆ
ず
ぼ
う
や

ご応募をおまち

しています

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

ひ
め

く
ん

モ
コ
ち
ゃ
ん

　今月満１～３歳の誕生日を迎え

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

申し込みは誕生月の前月１日まで 。

      総務課    ☎５３－３１１２問

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

掲　

示　

板

　　
(山田高校マンガ部)

◆
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　

全
国
の
法
務
局
で
は
、
全
国

統
一
の
電
話
番
号
に
よ
り
人
権

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※

相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
。

※

法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
時
間
】

平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

【
取
扱
内
容
】

差
別
待
遇
、
コ
ロ
ナ
問
題
、
暴

行
・
虐
待
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

い
じ
め
・
体
罰
、
名
誉
毀
損
・

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
等
の
人
権

問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

【
問
い
合
わ
せ
先
】

☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
１
１
０

※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

◆
年
次
有
給
休
暇
取
得
促
進

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進

は
、
働
く
人
に
と
っ
て
心
身
の

健
康
保
持
・
増
進
、
会
社
に
と

っ
て
は
生
産
性
向
上
や
企
業
イ

メ
ー
ジ
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま

す
。
高
知
県
に
は
四
季
折
々
の

イ
ベ
ン
ト
や
た
く
さ
ん
の
観
光

資
源
が
あ
り
、
年
次
有
給
休
暇

を
取
得
し
、
活
用
す
れ
ば
、
地

域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。詳

し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
高
知
労
働

局

雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
０
８
８
・
８
６
３
・
０
１
１
０

◆
中
小
企
業
退
職
金
共
済

制
度

◆
南
国
税
務
署
本
庁
舎

業
務
開
始

南
国
税
務
署
は
、
本
庁
舎
の

大
規
模
改
修
工
事
が
完
了
し
、

仮
庁
舎
か
ら
移
転
し
ま
す
。
本

庁
舎
で
の
業
務
開
始
日
は
、
５

月
８
日
（
月
）
で
す
。

【
所
在
地
】

〒
７
８
３‐

０
０
０
４

南
国
市
大
埇
甲
１
５
９
２
番
地

の
２

【
問
い
合
わ
せ
先
】

南
国
税
務
署

☎
０
８
８
・
８
６
３
・
３
２
１
５

◆
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
込
期

限
が
延
長
に
な
り
ま
し
た

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
期

限
が
令
和
５
年
９
月
30
日
ま
で

延
長
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
令
和
５

年
２
月
28
日
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
さ
れ
た
方

で
す
。

　

な
お
、
一
部
の
決
済
サ
ー
ビ

ス
で
は
、
９
月
30
日
ま
で
の
期

限
を
設
定
し
て
い
る
た
め
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
決

済
サ
ー
ビ
ス
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

ま
た
は
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
課
☎
53
・
３
１
１
２

後免東町駅

南国税務署仮庁舎

コンビニ

国道(55)南国バイパス

J R後免駅から徒歩15分、とさでん交通後免東町駅
から徒歩5分

南国税務署

　新改地区の歴史は古い。甫喜ヶ峰を背負い南を

受け、新改川の恵みで弥生時代も早期からの農業

集落と思われる。数ヶ所に古墳が築かれ、天平十

三年（７４１）聖武天皇の国分寺令の土佐国分寺瓦

は、新改タンガン窯で焼かれ、新改川で送られた

ようである。新改有力豪族八木氏は、紀貫之の

「土左日記」に「やきのやすのり」の名がある。

国府の官人で和歌を通じて親交があったようであ

る。

　新改字「南ヶ内」に熊野神社が鎮座し、新改地

区の鎮守社となった。平安時代末期に、南紀熊野

三社から八木氏が勧進したものである。時代は世

情不安で、東国から源氏などの武士が台頭し、災

害も連続し、仏教観の「末法思想」から仏法が衰

退期に入るとされ、民心が不安定である等が勧進

理由。南ヶ内に熊野権現（善勝寺）、松本山に速

玉社（勝福寺）、西谷に三所権現（勝楽寺）を置

き、現社殿はこれを集めたもの。社に伝わる金銅

製経筒は、仏経典の保存伝承のため埋納されてい

たものである。

　熊野社には、第十六代仁徳天皇から参拝が始ま

あざ

ごおうふだ

び く に

お  し

ったと言われ、西暦四〇〇年頃のこと。貴族や武

家、庶民にも熊野詣でが流行し、参詣道「熊野古

道」が残った。市内各所に熊野系と言われる社は

多い。物部町中谷川「熊野神社」、八王子社、若

一王子宮、神明宮などは、平安末期の農業集落と

氏子の存在を示す。平安末期「大忍庄」（香美郡

東部）の人々が、熊野三社の「熊野速玉神社」に

施入され、神殿の建て替えを担当したと思われる。

速玉社記録に記載があり、関係が深い。

　平安末期から御師は祈祷で「熊野系社」の分祀

活動に関係したと考えられる。比丘尼は歌比丘尼、

絵解比丘尼、勧進比丘尼とも呼ばれた。熊野社勧

進のため、仏教の因縁を歌いながら行脚し、地獄

極楽の絵を見せて感化し牛王札を売った。

御師、比丘尼が社勢拡大に動き、県内の「熊野神

社」「王子宮」「十二社（伊勢系神明宮）」など

は、この縁で勧進されたと考えられる。　　　　

　　　　　　（香美市文化財保護審議会・岡村）
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▲現在の熊野神社（土佐山田町新改）
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